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【ごあいさつ】

【そっと教える授業のテクニック　34】

「複式クラスを考える2」
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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

前号で三浦の帰国予定が変更になったという報告をしたところ、何人

かの読者の方から励ましのメールをいただきました。中には「一生ブラ

ジルにいてください」というのもあり、なんだかうれしいような、大変

なような。本当はもう帰国の飛行機に乗っている予定でしたが、乗らず

に「メルマガこうししつ」第51号を書いています。今回は前回に引き

続き複式クラスの、具体的な活動について考えてみます。
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●●●「複式クラスを考える２」●●●

　実際に複式クラスを受け持っておられる先生方は、どのような教室形

態で授業をなさっているのでしょう。だいたい次の3つのタイプに分か

れるのではないでしょうか。

1） 日本の小学校のように一人一人先生に向かって座り、各々異なる素

材をそれぞれのペースで学習する。先生は机を順番に回って個別に対応

する。

2） だいたい同じ学習レベルの学習者を3つぐらいのグループに分け、

グループごとに同じ素材を使って学習する。教師はグループを順番に回

り、グループの中での一斉授業を行なう。

3） 通常の一斉授業のように、クラス全体でレベルの高い学習者も低い

学習者も、全員同じ学習素材を用いて学習する。

みなさんのクラスはこのうちどれですか。ブラジルでは割と１）の形

態が多いのではないでしょうか。

ここで前回お話しした、複式クラスのいいところとたいへんなところ

をそれぞれ思い出してください。まず「自分のペースで学習できる」と

いうのがありました。これは一人一人異なったペースでできるというこ

とですから、１）の形態の特徴です。「自分の力で学習する力がつく」

や「落ちこぼれがでない」といった利点も１）の教室形態ならではとい

えるでしょう。

　ほかには「大きい子が小さい子に教えてあげる」「学習者が協力的な

態度を養う」といった協調性に関する利点もありました。これは逆に１）

の個別学習ではあまり身につかない、２）や３）のようないろいろな異

なったレベルや年齢の学習者がそれぞれ協力して学ぶ形態に特徴的な

利点です。

では、大変な点はどうでしょう。まず「目が行き届かない」「子ども

が騒いでこまる」「自習の時間が長くなって集中力が持続しない」とい

ったクラスマネジメントに関する問題がありました。１）の形態の個別

対応型だと、教師がひとりの学習者の相手をしている間、他の多くの学

習者は教師から遠くなります。当然こういった問題がおきやすくなるで

しょう。逆に２）や３）のグループ型だと、教師の眼が離れている時間

が少なくなるのと、グループの中で協力し合うことによって、グループ

内マネジメントができる場合があります。

　

「会話の練習ができない」｢会話力が伸びない｣といった悩みもあり

ました。会話力が伸びないのはいろいろな理由があります。複式クラス

だけが理由ということではないと思いますが、たしかに１）の形では会

話練習はやりにくいでしょう。形態としては２）や３）の方が練習しや

すいといえます。

　これらを整理すると、１）の形態では学習者が個別に学習を進めるの

で、自分のペースで学習ができ、落ちこぼれが生まれない。しかし、教

師の目が行き届かないことが多いので、ひとりでも退屈しないで続けら

れる優れた自習用教材が必要になってきます。ブラジルでは橿本洋子先

生の「きそ日本語」シリーズが広く使われているようです。ほかにも独

習に比較的適したものとしては、西原鈴子監修「子どもの日本語」（ス

リーエーネットワーク）や大蔵守久著「日本語学級２」（凡人社）など

があります。

　２）はグループ内は比較的日本語力が接近しているので、同じ素材を

用いても効果的な学習が行なえます。グループ内で若干の力の差があっ

ても、良くできる学習者がそうでない人を助けてあげることで協調性を

育むこともできます。教師が他のグループを見ている間、グループ内で

どんどん自習ができるように、以前紹介した「みんなの日本語」シリー

ズのような周辺教材の充実した教材が必要になります。　

　3）の形態は、一斉授業の形と同じですが、教室内にいろいろなレベ

ルの学習者が混在しているので教師にとっては様々な工夫と周到な準

備が必要になってきます。教師にとってはかなり労力が必要となる形で

すが、学習者同士が共に学ぶ力を発揮するとその効果は大きいものがあ

ります。ではレベルの違う学習者に一度に同じことをさせるにはどうし

たらいいか、ということにみなさん興味があると思います。

具体的には、同じタスクを与える場合でも、日本語レベルに合わせて、

やさしいものと難しいものの両方を用意するやり方が良くおこなわれ

ているようです。国際交流基金シドニー日本文化センターがサイトに公

開している複式クラスのための活動集は、こういった一斉スタイルの複

式クラスに役に立つ教材がたくさん紹介されています。URLは

http://activity-resources.jpf-sydney.org/ar/multi/index.htmlです。是非参

考にしてください。

みなさんがいろいろと苦労されている複式クラスに、これだという解

決策は見当たりません。上で紹介した3つの授業形態をいくつかずつ組

み合わせて授業している先生も多いのではないかと思います。毎日同じ

ことが続くよりも、時には違う形で教室活動ができるとこどもたちも少

しでも集中力が持続するのではないでしょうか。複式クラスは決して問

題なわけではありません。長所を十分に活用すれば、逆に複式クラスの

よさを生かした、すばらしいクラスになるのではないでしょうか。
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　複式クラス。そうはいってもいろいろ難しいですよね。何かいいアイ

デアをお持ちの方、講師室にそっと教えてください。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史
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